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人権身の上相談
勤め先、その他で、人権を侵害さ
れたとか、身の上のことでおI利り
のとき、どうぞご利川ください。
叺京法務局職員・耻頡べ人権擁護
111か相談に応じます、相談の秘
密は堅く守ります。相談日は毎月
第3金曜日、午後1～4時【町殳
所( | 階) 卜 民 相談室

第9回
世論調査

区
に
愛
着
は
感
じ
る
が

公
共
下
水
道
の
整
備
を

げ
は
去
る
・
べ
り
卜
陶
か
ら
L
川
に
か
け
て
区
政
に
関
す
る
匣
諭
調
査
・
4
'
火
鹿
し
ま
し
た
。
今
り

度
勺
、
調
蠢
項
目
は
、
居
住
意
廠
、
ぼ
政
刀
関
心
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
防
災
、
緑
化
、
バ
ス
路
線
、
近
隣
騒

・
諄
々
ヒ
に
つ
‥
・
こ
卜
心
t
活
に
か
か
わ
る
斗
近
々
問
瞳
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
よ
し
爬
調
査
対
象
は
、

ド
に
お
住
い
力
満
1
歳
か
ら
ペ
ト
歳
余
満
の
男
・
な
二
千
人
寂
川
収
串
は
、
べ
・
・
↓
>
%
で
し
た
。

調
氏
結
緊
う
、あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す

足
立
区
へ
の

愛
着
度
は

(
問
)
あ
な
た
は
、
今
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
愛
艙
を
勞
レ
ま
す
か

K
民
の
半
数
が
「
愛
着
を
感
じ
て

い
る
」
a

・
万
%
、
「
ど
ら
ら
か

と
い
・つ
と
愛
着
を
感
じ
る
二
一
七
・

六
%
と
合
わ
せ
る
と
、
ヒ
ー・へ
・
一
%

と
過
当
二
年
、
毎
甲
少
し
ず
つ
川
え

て
い
ま
す
、・(
ド
図
2
)

(
問
)
あ
な
た
は
、
足
立
区
に
今
後

も
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か

・
『
引
き
続
き
僅
ひ
つ
も
り
に
と
答

え
た
か
が
卜
(
・
九
%
、
「
事
情
さ

え
許
せ
ぱ
位
み
た
い
乙
の
四
・
匕

%
り
λ
‥
わ
せ
る
と
、
じ
I
・
六
%
に

な
り
よ
す
が
、
こ
れ
は
昨
年
力
調
査

(
じ
凹
・
、こ
%
)
よ
り
減
っ
て
い
ま

万
、
移
り
た
い
と
答
え
た
髱
は

［
叭
哨
が
胙
せ
ぱ
他
へ
移
り
た
い
」―

一
・
四
%
、
「
移
転
し
た
い
(
移
転

す
る
つ
む
竺
)
六
・
万
%
で
計
一
七

・
九
%
で
。
こ
れ
む
わ
ず
か
で
す
が

減
っ
て
い
ま
す
。

(問
)
あ
な
た
は
現
在
の
区
政
に
潤

足
し
て
い
ま
す
か

・・
満
足
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

満
足
」
と
答
え
た
人
は
、
五
三
・
(
%

と
な
っ
て
、
こ
れ
は
五
十
三
年
三

二
・
・八
%
、
E
卜
四
年
四
六
・
一
%

と
増
え
て
い
ま
す
。

(問
)
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
施
策
は

一
位
に
卜
水
道
鰹
備
、
二
心
は
保

健
医
療
の
充
実
、
三
位
に
老
人
福
祉

で
し
た
が
、
ペ

ニ
位
は
過
去
三
年

同
じ
で
あ
り
「
下
水
道
整
備
」と
「
保

健
医
療
の
充
実
に
に
寄
せ
る
区
民
の

期
待
の
大
き
さ
が
目
立
ち
ま
す
。

災
害
時
に
は

ど
ん
な
不
安
が

(
問
)
お
住
い
の
地
妓
は
、
大
地
一

が
起
こ
っ
た
場
合
、
安
全
な
地
域
だ

と
思
い
ま
す
か

大
地
震
か
起
こ
っ
た
場
合
「
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
危
険
」
と
甼
つ
が
、

四
七
・
六
%
あ
り
、
「
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
安
全
」
の
四
二
・
三
%
を
上

同
っ
て
い
る
ま
す
。

(
問
)
大
地
腫
な
ど
、
災
書
が
起
き

た
時
、
ど
ん
な
不
安
を
戚
じ
ま
す
か
　

卜
″
プ
は
『
火
災
が
起
き
る
』
六

一
・
】
%
、
二
番
目
は
「
交
通
か
混

乱
し
て
避
難
か
で
き
な
く
な
る
」
四

三
・
七
%
、
三
番
目
は
「
水
道
、
電

気
、
ガ
ス
な
ど
が
止
ま
る
」
三
七
・

六
%
。
続
い
て
1
-
「
家
屋
や
ヘ
イ
か
倒

れ
る
」
二
七
・
五
%
、
「
家
族
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
る
」
二
六
%
、
「
危
険

物
が
燻
発
し
た
り
、
有
害
物
か
流
れ

る
匸

六
・
四
%
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。
(
右
図
1
)

〔 図1 〕
<大地震の時、不安を感じること>

( 複数回答)

(
問
)
大
垉
震
に
そ
な
え
て
牟
備
し

て
あ
る
非
常
用
品
は

準
備
し
て
い
る
世
帯
は
。
(
二
・

九
%
で
、
準
備
し
て
い
る
主
な
も
の

は
、
一
位
「
懐
中
電
燈
」、
こ
位
フ

ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
」、
三
位
「
三

角
バ
ヶ
ツ
」
と
続
弌

四
位
以
下
は

『
消
火
器
弌

「
救
急
医
療
品
」
、

「
非
常
持
出
袋
」、
「
備
蓄
食
糧
」
、

「
備
蓄
飲
科
水
」
な
ど
で
し
气

し
か
し
、
大
地
震
が
起
こ
っ
た
鳩
<
a
'

地
域
の
危
険
を
感
じ
て
い
る
方

の
準
備
率
は
高
い
か
ど
う
か
を
み
る

と
、
ひ
し
ろ
安
全
を
感
じ
て
い
る
人

の
方
が
備
え
は
良
い
と
い
う
、
地
域

の
危
険
度
と
防
災
の
準
備
と
は
納
ぴ

つ
い
て
い
な
い
結
果
か
で
ま
し
た
。

(問
)
力
を
入
れ
て
欲
し
い
防
災
劃

躾
は区

民
参
加
の
防
災
訓
練
で
特
に
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
も
の
を
聞
い
た
と

こ
ろ
i
難
訓
練
」
二
九
・
二
%
の

要
望
か
最
も
多
く
、
次
に
「
初
期
消

火
訓
練
」
二
二
・
六
%
[
［
隣
近
所

で
の
連
絡
方
法
」
二
二
・
四
%
と
同

じ
く
ら
い
で
、「
応
急
手
当
の
仕
戸

を
あ
ば
た
人
は
、
(
・
七
%
に
と
と

ま
り
ま
し
た
。

日
頃
の

自
転
車
利
用
は

(問
)
あ
な
た
は
、
日
頃
自
転
車
を

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か

「
利
用
し
て
い
る
」
五
四
・
七
%
　

「
利
用
し
て
い
な
い
J
四
五
・
三
%

区
民
の
二
人
に
一
人
は
日
頃
自
転
車

を
利
用
し
て
い
る
。
性
別
・
年
齢
別

に
み
る
と
利
用
率
は
、
男
鸚

』は
三

十
代
と
六
十
代
が
高
く
、
二
十
代
か

一
番
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
畦
で
は
三
十
代
を
ピ
ー

ク
に
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
急
速

に
利
用
か
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
別
で
は
、
江
北
方
面
と
西
新
井

方
面
で
一
番
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

(
問
)
駅
周
辺
の
放
葷
自
転
車
の
感

想
は「

迷
思
だ
」
>五
〇
・
二
%
、
『
や

む
を
得
な
い
』
三
九
・
一
%

、
「
わ

か
ら
な
い
」
一
〇
・
七
%
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
「
や
む
を
得
な
い
」

と
答
え
た
方
に
ど
う
し
て
そ
う
思
う

か
た
ず
ね
ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
回

答
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

「
通
動
、
通
学
や
、
賈
物
の
た
め

に
は
や
り
を
得
な
い
」
が
一
九
・
七
%

、
『
自
転
車
置
場
か
盤
備
さ
れ
て

い
な
い
の
で
』
が
匸
六・
六
%
、「
他

に
替
る
交
通
機
関
か
曜
備
さ
れ
て
い

な
い
の
で
」
か
(
・
五
%
と
な
り
ま

し
气
(

下
図
3
)

ご
意
見
を

生
か
し
ま
す

以
上
が
、
調
査
桔
果
の
一
部
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
鯛
査
結
果
か
ら
皆
さ

ん
の
区
政
に
対
す
る
意
識
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
气

こ
の
調
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
分
な
検
討
を
加
え

な
が
ら
、
今
後
の
区
政
運
営
や
施
策

の
策
定
賢
料
と
し
て
生
か
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん

に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

足
立
区
の
世
論

〔 図2 〕

<今住んでいるところへの愛着は… >
〔図3 〕

<駅周辺に自転車を駐車しておくことについては… >

防災は自らの手で
家庭も職場も

秋の火災予防運動( 11/26～12/2)
暖
房
器
の
点
検
は

も
う
お
済
み
で
す
か

本

格
的

な

笨
ふ

滷

え
ろ
季

節

に
々

り

ま

し
た

毎
4
1

眼

吭

・
は

約
ペ

ト

即

自
人

災

が

発

生
し

、
聹

い

人
命

や

財
皿

が

失

わ

れ
て

ぃ

ま
す

そ

し
て

、恥
・
く
の

人

災

め
・原

囚
は

、

火

の
元

の
・
(
検
や

、
火

祭
>使
・
つ
鳩

所

の

整

理
・

整

と
人

そ

怠

。
た

た
め

々

ピ
、
从
心

的
々

心
・
蕕
ふ
・
怠

。
こ

。め

に
起

き
て

い

ま

す

。

火

事

を
出

す
力

も
晤

。。ゐ

も

。
島

々

だ

自

身
々

の
匸

す

小

さ

な

庄
愚

か

あ
々

た

や
あ

乍

に

町

を
救

い
ま

气

家

庭
で

は
ｔ

婦

が
、
町
で

は
防

災

リ
ー

ダ
ー

が
巾

心

に
な

。
て

、

次

乃

丿一
と

を
す
t

り

ま

し

■
i
>■'

□
み
ん
な
で
や
ろ
う
、
我
が
家
の
防

災
診
断

◎
　
カ
ス
略
其
等
か
ら
火
災
予
防

く
だ
め
に

▼
勹
ス
S
貝
等
の
火
気
使
用
淋
貝

か
'総
点
検
し
、
故
陣
や
欠
陥
の
あ

る
も
の
は
、
す
ぐ
修
理
ふ一し
て
く

だ
さ
い

▼
カ
ス
テ
ー
ブ
ル
や
コ

冫
口
な
ど
の
周
囲
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
麁
属
材
料
以
外
の
不
燃

材
料
で
燃
え
に
く
く
す
る

▼
>り

油
ス
ト
ー
フ
な
と
火
気
使
用
設
備

は
、
対
震
安
令
装
置
の
あ
る
も
の

を
使
川
し
て
く
だ
。さ
い

い
。
放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た

め
に

▼
放
火
さ
わ
な
い
た
め
に
、
亰
の

川
囲
に
注
意
を
し
、
空
家
、
物
置

き
な
ど
は
、
外
乱
か
ら
の
侵
入
を

防
1
1
:す
る
た
め
服

隣
近
所
と
話

し
介
い
、
放
火
さ
せ
な
い
環
境
を

作
っ
て
く
だ
さ
い

◎・

火
災
か
ら
侖
を
守
る
た
め
に

▼
火
災
を
早
く
知
る
た
め
に
、
簡

易
型
火
災
警
報
器
や
非
常
ヘ
ル
を

備
え
て
く
だ
さ
い

▼
カ
ー
テ
ン

や
寝
具
等
は
、
で
き
る
だ
け
防
炎

製
・品
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

▼

琶
人
や
身
体
の
不
自
由
な
人
の
就

寝
場
所
の
安
全
を
確
認
す
る

火
災
や
地
震
に
よ
る
被
害
を
少
々

く
す
る
た
め
に
は
、
人
ひ
と
り
が

防
災
行
動
力
を
身
に
つ
け
、
一
、
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
ら
守
る
｀
「
と
い
う

意
心
ふ
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

町
会
、
自
柚
会
な
ど
が
一
休
と
な

っ
て
、
初
期
消
火
訓
練
や
応
急
救
護

訓
練
な
ど
を
実
迩
し
、
火
災
の
減
少

に
男
め
て
く
だ
さ
い
。

防
災
パ
レ
ー
ド
な
ど
を

開

催

千
庄
・
足
立
・
西
新
井
消
防
署
で

は
、
次
の
と
お
り
、
催
し
を
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
-

□
防
災
パ
レ
ー
ド

日
時
　
ト

ー
月
二
十
六
日
(
水
)
。

午
後
二
時
g
四
時
三
十
分

場
所
　
酉
伊
興
小
学
校

□
総
合
防
災
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

日
時
　
上

月
三
十
日
(
日
)
、
午

後
一
時

場
所
　
花
畑
公
園
(
花
畑
団
地
南
)

□
防
災
の
集
い

日
時
　
卜
二
月
二
日
(
火
)
、午
前

凡
時
-
1
・
T
分

場
所
　
産
業
振
興
館

◎
以
上
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

は
、
左
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
署
へ

ど
う
ぞ
。

千
住
消
防
署
　
　
(
(
二
占
一
一
九

足
立
消
防
署
　
　
(
瓜
ニ
ー
○
一
一
九

西
漸
井
消
防
署
　
　
(
五
三
-
○
一
一

九
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あなたは健康に

自信が ありますか

区
民
健
康
ま
つ
り
・

食
事
展
開
催

健
康
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
や
検

査
と
、
大
切
な
毎
日
の
食
事
に
つ
い

て
の
展
示
・
相
駁
な
ど
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な

た
の
健
康
や
食
生
盾
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

な
お
、
各
種
相
談
・
検
査
等
は
無

料
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

□
食
事
展

日
時
　
十
一
月
二
十
九
日
(
土
)
午

前
十
時
三
十
分
?
午
後
三
時
三
十

分
場
所
　
足
立
区
医
師
会
館
(
千
住
伸

町
一
四
-
四
)

内
容
　
▽
献
立
実
物
展
示
(
職
場
の

給
食
、
家
庭
の
食
事
、
離
乳
隶
、

老
人
食
。
小
中
学
校
の
食
事
、
保

弯
園
の
食
事
な
ど
)

▽
映
画
上

映
(
運
動
不
足
と
成
人
病
、
脳
卒

中
を
防
ぐ
食
生
活
)

▽
パ
ネ
ル

展
示
(
成
人
病
予
防
な
ど
)

▽

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
栄
養
相
談
、
食

品
衛
生
相
談
な
ど
)

※
み
そ
汁
な
ど
の
汁
物
を
持
参
さ
れ

た
方
に
は
、
無
料
で
塩
分
測
定
を
し

ま
す
。

主
催
　
足
立
只

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
栄
養
指
4

担
当

　
(
五
五
-
四
一
五
一

前回の食事展

□
区
民
健
康
ま
つ
り

日
時
　
十
一
月
こ一
十
九
日
(
占

午

後
一
時
1
一
蒔
三
十
分

場
所
　
足
立
区
医
師
会
館

内

容
　

健
康

相
談

、
歯

科

相

談

、
薬

の

相
談

、心

電
図
(
先

着

五
十

名
)

、

貧

血
検

査

、
尿

検

査

、
レ

ン
ト

ゲ

ン

撮
影
(

先
着

五
十

名
)

、
は

り

・

き
ゅ

う

・
柔

道
整

復

実

技

、
そ

の

他

主

催
　

足

立

区
医

療
六

団

体
(

医

師

会

、
歯

科
医

師

会

、
薬

剤
師

会

、

は

り
・

き
ゅ

う

・

マ

。
サ
ー

ジ

師

会

、
柔

道

整
復

師
会

、

助

産

婦

会
)

問

合
せ

先
　

足

立

ぼ
医

師

会

　
(
(

―
i
九
(

六

一

成
人

病
検

診

四
卜
歳
前
後
か
ら
、
高
血
圧
、
心

臓
哂

穂
ぽ
病
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
成

人
病
に
か
か
る
人
か
川
・凡
て
い
ま

す
。こ

の
成
人
病
で
死
亡
す
る
割
合

は
。
死
亡
原
因
の
約
六
割
を
こ
え
て

い
ま
す
、
ふ
だ
ん
か
ら
検
診
そ
受
け

て
、
随
雌
々
よ
両
を
送
れ
る
よ
う
心

が
け
ま
し
I
ス

日
時
　
毎
週
金
曜
日
、
受
付
け
は
午

後
一
時
?
一
時
三
十
分

場
所
　
千
佳
保
健
所

対
象
　
・一
十
歳
以
上
の
区
民

検
査
内
容
　
血
圧
、
心
電
図
、
尿
検

査
、
血
液
検
査
、
そ
の
他

※
保
健
婦
、
栄
養
士
に
よ
る
保
健
指
4

、
栄
養
指
導
も
あ
り
ま
す
。

費
用
　
約
五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
予

防
課

　
(
(
(
-

四
二
七
七

精
神
衛
生
相
談

日
時
　
十
二
月
四
日
(
木
)
午
後
一

時
三
十
分～
二
時
三
十
分

場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

担
当
　
専
門
医

費
用
　
無
n

申
込
方
法
　
電
話
丁
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
継
桐
擂

所

曾
(
九
六
i
四
〇
〇
四

公
害
病
で

お
悩
み
の
方
へ

公
害
病
認
定
申
請

足
立
区
が
環
境
庁
か
ら
大
気
汚
染

地
域
に
桁
定
さ
れ
て
以
来
、
今
年
の

卜
二
月
で
鴎
八
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
閧
に
。
公
害
健
康
被
害
補
償

拡
に
基
づ
き
公
害
病
患
竚
と
し
て
認

定
さ
れ
た
方
々
は
、
K
内
に
約
。・
千
L

白
名
い
ま
す
。

こ
の
公
客
健
康
被
害
補
償
制
度

は
、
大
気
汚
染
の
'た
め
ぜ
ん
息
等
の

呼
吸
器
系
疾
患
に
か
か
り
、
治
療
さ

れ
て
い
る
患
苔
の
ぴ
々
つ
救
済
す
る

制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
思
君

が
公
害
病
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
。

公
害
。医
療
予
帳
か
交
付
さ
れ
、
そ
の

医
療
費
が
無
料
と
な
る
ほ
か
、
い
ろ

い
ろ
々
紿
付
か
受
け
ら
れ
ま
す

こ
の
よ
う
々
病
気
て
お
悩
み
の
与

は
、
公
害
病
の
認
定
申
請
が
で
き
ま

す
の
ミ

お
早
目
に
丁
続
き
そ
し
て

く
だ
さ
い
。

公
害
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
病
気

慢
性
気
竹
重
炎
、
気
管
交
ぜ
ん
息
、

ぜ
ん
息
叶
気
管
夊
炎
、
恥
気
し
ゅ

と
こ
れ
ら
の
続
発
症

認
定
申
請
が
で
き
る
方
　
。
・
申
屑
時

に
現
に
区
内
に
川
住
し
て
い
る
か
V

申
請
時
に
現
に
K
内
に
通
勤
・

通
学
(
通
常
。
川
八
心
川
以
圭

し
て
い
る
乙

※
以
上
の
万
で
、
区
内
に
一
定
期
間

居
庄
、
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
こ
と
が
要
叶
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
医
師
の
診

断
書
お
よ
び
そ
の
領
収
書

▽
住

民
票
(
出
張
所
窓
口
で
診
断
書
を

提
示
す
る
と
無
料
で
一父
付
さ
れ
ま

す
)

▽
健
康
保
険
‘
>
訛

▽
預
金

通
帳
(
患
者
か
し
瓦
歳
淞
崗
の
場

介
は
保
護
矜
乙
義
の
地
帳
、
卜
・八

歳
以
上
の
場
介
は
私
人
名
義
の
通

帳
)

一
V印
か
ん

問
合
せ
先
　
公
害
病
補
償
認
定
係

完
成
間
近
〝
広
報
映
画
〟

8 作 目 は
旧日光街道をたずねて

区
の
広
報
映
両
"

私
た
ち
の
足
泓

レ
り
I
ズ
第
八
作
目

一。旧
口
光
街
道
を
た

ず
ね
て
」
の
裂
作
が

順
調
に
進
ん
で
い
ま
1
1

。今
川
の
映
画
は
、

旧
日
光
街
道
沿
い
の

史
跡
や
、
そ
こ
に
住

ひ

人

々
の
1

活

を
ル

ポ

刄
タ
ー
ジ

ュ

し

な

が
ら

、
足

立
の

λ

ご

と

『
昔

し
ふ
・
見
て

み

よ

う
と

す
る

も

の

で

す

。

|
-
二
月
末
に
は
、製
作
も
終
了

し

、
来
年

一
月

に
公
開

試

写
会

を

予

定

し
て

い
ま

す

。
ど
う

ぞ
お

楽

し
み

に

、
、・
。

広
報

映
画

に

つ
い

て
の

問

い

合

わ

せ
は

、
広
報

騨
へ

。

千住大川町氷川神社境内でのロケ

朝15分早起きを
そして駅まで

歩きましょう

あ
な
た
の
家
か
ら
駅
ま
で
。
徒
歩

で
何
分
か
か
り
ま
す
か
。

今
、
駅
前
広
場
や
道
路
等
が
自
転

車
に
占
拠
さ
れ
て
、
歩
行
者
等
が
大

変
困
っ
て
い
ま
す
。

十
五
分
程
度
歩
く
の
は
、
健
康
的

に
も
よ
い
距
離
で
す
。
駅
前
広
場
や

道
略
等
の
本
来
の
機
能
を
回
復
す
る

た
め
、
ぜ
ひ
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
力
で
安
全
で
住
み
よ
い

町
を
つ
く
り
ま
し
I
つ
。

消費者センター
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

明
日
の
く
ら
し

足
立
区
消
費
者
展

消
費
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
暮
ら
し
に
関
す
る
展
示

や
、
即
売
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
介
わ
せ
の

う
え
お
い
で
く
だ
>さ
い
。

日
時
　
十
一
月
二
十
(
日
(
金
)
午

前
十
時
?
午
後
四
時
、ニ
ト
九

口
(
土
)
午
前
十
時
～
午
後
二
心

場
所
　
産
葉
飯
興
館

内
容
　
▼
展
小
コ
ー
ナ
ー
・
・
‘
介
リ

ン
合
成
洗
剤
追
放
、省
資
源
(
ゴ

ミ
問
題
、電
気
、ザ
己
、消
費
生

活
博
黝

か
成
洗
剤
、
子
供
の

お
や
つ
、
パ
ン
、灯
油
の
値
段
、

ア
イ
デ
ア
、防
災
▼
消
費
者

相
談
、簡
易
テ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

▼
即
売
コ
ー
ナ
ー
・
=
婦
人
靴
、

(
ン
ド
バ
y
ク
、和
装
小
物
、

区
商
運
、
友
の
会

▼
生
活
用

品
交
換
即
売
コ
ー
ナ
ー

※
入
場
無
軻

主
催
　
足
皀
戝

足
立
区
消
費
者

友
の
会

問
合
せ
先
　
消
費
胃
セ
ヽ
'タ
ー

　
(
ヒ
○
-
一
三
九
一

住
み
よ
い

住
宅
を
求
め
て

消
費
者
講
座

住
七
の
購
入
は
、
消
費
餃
に
と

っ
て
高
価
な
買
物
で
す
。
ま
气

土
地
や
建
築
資
材
の
碵
上
が
り
な

ど
に
よ
り
、
マ
イ
ホ
ー
ム
は
、
ま

す
ま
す
、
手
に
入
り
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
侃

住
宅
を
め
ぐ

る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
も
発
上
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
住
宅
問
題
に

つ
い
て
の
消
費
者
講
座
を
次
の
と

お
り
鬨
催
し
ま
す
の
で
。
ぜ
ひ
、

お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　
右
衣
の
と
お
り

定
員
　
六
卜
名
(
先
署
順
)

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン

ク
ー

　
(
七
〇
大

三
九
一

参
加
団
体
(
者
)

募
集
し
ま
す

若
人
の
祭
典

若
人
の
祭
典
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
气

今
回
は
新
し
い
企
画
を
>多
数
盛

り
込
み
、
足
窿
の
胃
年
の
祭
り
と

し
て
一
少
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
ま
う
。

人
行
。芻
に
会
で
は
、
祭
典
に
協

勾
し
て
む
ら
え
る
青
年
や
求
め
て

い
ま
す
。
あ
々
た
も
象
典
フ
ヽ
り

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
前
夜
孥
・・
上

月
三
卜
囗
(

卜
)
、
本
祭
典
:
R一
一一
月
六

冂
(
恚

・
匕
囗
(
囗
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
酉
皿
館

兮

べ
仆
・
-
『、・
。ぐ
I
(
I

青
少
年
指
導
者

一

般

研

修

会

日
時
　
十
二
月
六
卜
(
土
)
午
後

一
時
三
十
分
?
四
時
、
元
に
分
場
所
　

千
寿
第
】
小
学
校

参
加
対
象
　
青
成
会
貝
・
P
T
A

・
町
会
・
自
冶
会
・
鳶
少
年
対

策
圸
K
委
貝
会
等
の
役
員
ま
た

は
委
員
・
そ
の
他

研
修
目
的
　
地
皿
の
巾
で
″
‥
少
牛

の
健
个
介
成
活
勣
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
人
々
に
染
ま
っ
で
も

ら
い
、
子
ど
も
会
活
動
を
発
展

さ
せ
否
つ
え
で
、
ど
の
よ
う
に

協
力
し
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
の
か
を
学
ん
で
い
き
ま
す

申
込
期
限
　
卜
二
月
>
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

ご
協
力
く
だ
さ
い

国
勢
調
査
事
後
調
査

去
る
十
月
一
日
に
、
実
施
し
ま

し
た
国
勢
調
査
で
は
、
ほ
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
こ
の
調
査
の
検
索

の
た
め
。
来
る
卜
二
月
十
五
日
現

在
で
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「
昭
和

五
十
五
年
国
勢
調
査
事
後
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
足
立
区
で
は

次
の
区
域
が
調
査
地
域
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
指
定
さ
れ
た
地
域
へ

は
、
調
査
員
か
各
世
帯
を
訪
問
し

て
調
査
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
で
調
べ
た
こ

と
が
ら
は
、
統
計
を
作
る
た
め
だ

け
に
使
わ
れ
ま
す
の
で
、
あ
り
の

ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
調
査
地
域
　
酉
新
井

本
町
一
丁
目
一
四
番
・
一
六
番

の
一
部
、
西
新
井
栄
町
二
丁
目

一
九
番
?
二
一
番
、
梅
田
七
丁

目
二
九
番
、
関
原
二
丁
目
四
七

番
の
一
郎
、
本
木
南
町
一
三
番

・
一
四
番
、
谷
在
家
三
丁
目
二

二
番
の
都
住
二
り
棟
、
舎
人
町

二
こ
三
番
の
都
僅
三
号
棟
、

伊
興
町
本
町
の
一
都
、
竹
の
塚

六
丁
目
}
(
番
の
都
住
四
号
棟

・
七
号
棟
、
東
保
木
閾
一
丁
目

五
番
の
都
庄
五
り
楝
、
花
畑
三

丁
目
三
番
上
(
番
・
一
一
番
?

ご
二
番
、
北
加
平
町
三
番
、
青

井
四
丁
目
三
番
・
四
番
の
I

部
、
中
川
一
丁
目
一
四
番
・
一

五
番
の
一
郎
、
東
綾
瀬
二
丁
目

一
三
番
の
住
宅
公
団
二
〇
号
棟

・
こ
号
棟
、
西
綾
瀬
四
丁
目

六
番
、
足
立
二
丁
目
一
六
番
・

】
(
番
、
千
佳
関
屋
町
四
番
・

六
番
、
宮
城
一
丁
目
三
三
番
?

三
五
番

問
合
せ
先
　
統
計
係

年
末

調

整

説
明

会

区
と
足
立
・
西
新
井
税
務
署
で

は
、
昭
和
五
十
五
年
分
給
与
所
很

の
年
末
調
整
、
住
民
税
給
与
支
払

敵
告
書
等
の
提
出
に
つ
い
て
、
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
区

内
哄
絮

所
、
会
社
等
の
給
与
取
扱
関
係
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　
左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先
　
課
祝
課
特
別
徴
収
係

ま
た
は
各
税
務
署
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福
祉
事
業
あ
ん
な
い

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

妊
産
婦
か
人
院
し
て
分
娩
す
る
必

要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済

的
理
剛
で
そ
の
費
用
を
支
払
う
こ
と

が
困
鱗
な
家
庭
の
た
め
に
入
院
助
産

制
度
が
あ
り
ま
す
。

次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
方
は

入
院
助
産
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
妊
娠
匕
ヵ
月
以
上
の
区
民

▽
前
年
度
分
所
綿
税
額
が
一
万
六
千
(

百
円
以
下
の
世
外

申
請
に
必
要
な
も
の
　
前
年
度
分
の
'

所
得
税
額
(
特
別
区
民
税
額
)
の

わ
か
る
も
の
、
健
康
保
険
証
、
母

子
手
帳
、
印
か
ん

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
柚
祉
濕

稱
所
へ
。

改
定
さ
れ
ま
し
た

老
人
福
祉
手
当

夜
た
き
り
の
お
年
寄
に
支
給
し
て

い
る
老
人
柵
祉
手
当
が
、
卜
月
か
ら

一
万
二
千
五
百
円
に
な
り
ま
し
た
。

改
定
さ
れ
た
額
で
の
手
当
支
給
は
、

古
一
月
期
支
払
分
以
降
と
な
り
ま

す
。す

で
に
老
人
福
祉
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
で
、
金
融
機
関
、

口
座
番
号
、住
所
な
ど
の
変
更
や
、

そ
の
他
の
異
励
が
あ
っ
た
と
き

は
、
必
ず
異
励
(
消
峨
)
届
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係
。

改
定
さ
れ
ま
し
た

難
病
患
者
福
祉
手
当

叭
皀
区
難
属
心
者
柵
祉
手
当
の

支
給
月
額
が
。
十
月
分
よ
り
、
従

来
の
七
千
円
か
ら
七
千
五
百
円
に

改
定
さ
れ
ま
し
气

改
定
さ
れ
た

額
で
の
手
当
支
給
は
、
十
二
月
期

夊
払
分
以
降
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
援
駿
係

改
定
さ
れ
ま
し
た

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
の
支
給

月
額
が
、
(
月
一
日
よ
り
、
従
来

の
(
千
円
か
ら
九
千
二
百
五
卜
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
改
定
さ
れ

た
覯
で
の
手
当
支
給
は
、
十
一
月

期
支
払
分
以
降
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉
係

ひろば

☆
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
夕
べ

日
時
　
十
一
月
二
十
七
日
(
木
)
・

十
二
月
十
一
日
(
木
)
・
二
十
五

日
(
木
)
午
後
六
時
三
卜
分
?
九
時

場
所
　
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

対
象
　
十
六
砲
以
上
(
初
心
者
歓
迎
)

参
加
費
　
無
料
(
上
ば
き
持
参
)

※
卜
二
月
二
十
江
口
に
は
、
抽
遇
で

粗
品
進
星
。

問
合
せ
先
　
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ヽ
'ス
連

盟

　
(
(

一
一
九
〇
六
五

☆
英
会
話
サ
ー
ク
ル
「ど
ん
ぐ
り
」

購
師
を
招
い
て
、
楽
し
く
英
会
話

を
や
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
週
土
曜
日
(
月
こ
回
)
、

午
後
三
時
～
六
時

場
所
　
区
青
年
館

受
講
料
　
月
順
三
千
五
百
円
(
入
会

時
二
ヵ
月
分
納
入
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
奈
良
井
幸
子

(
(
九
-
三
九
(
七
(
夜
)

原
典
子
　
六
〇
五
上
、一
二
九
七

(
夜
)

☆
手
芸
教
室
「こ
の
め
会
」

日
時
　
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
、

午
後
六
時
三
卜
分
～
(
時
三
十
分

場
所
　
区
青
年
館

内
容
　
押
絵
・
木
日
込
人
形

会
費
　
月
順
千
円
(
材
料
費
は
一
叡

材
約
二
千
円
)

問
合
せ
先
　
巾
村
晴
美

　
(
九
C
-

七
九
一
〇

☆
城
北
青
年
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

私
た
ら
は
、
青
少
年
の
交
流
と
社

会
奉
仕
を
目
的
と
し
た
団
体
で
す
。

日
時
　
十
一
月
三
十
日
(
日
)
午
後

二
時

場
所
　
千
佳
丸
愛
ボ
ウ
ル

定
員
　
>一
万

名

費
用
　
千
石
・自
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
往
復
(
カ
キ
で

会
谷
健
一
(
〒
出
梅
島
一
し
一
九
-

瓦

豐
(
(

六
-
瓦
六
二
九
)

へ
申
し
込
人
で
く
だ
さ
い

☆
マ

マ
さ

ん

ソ
フ

ト

ボ

ー
ル

健
曝

と
親

陣

か
。か

ね
て

、
班
迦

川

曜

囗

、
練
ガ

ル
。・し
て

い
ま

す

。
初

心

者

歉
痩

年

齢

多
・
問

い
ま

せ
へ

会

費
月

万

、{‥円

。

問

合

せ
先
　

松

本

宏
(

西
新

卵
私

町

五
一
九
-
>

　
べ

‥・
―
瓦
二

四
兄
)

☆
8
1
お
正
月
区
民
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

期
間
　
卜

八

卜
卜
浅
発
二

月

四
卜
叫
朝
柚
贊

場
所
　
妙
4
池
の
平
ス
キ
ー
場

募
集
定
員
　
匕
卜
八
名

参
加
費
　
八
匕
千
円
(
巾
込
全
-
-

万
じ
F
川
)
、
小
学
生
以
ド
は
一
一

万
こ
千
円
(
た
だ
し
侭
護
占
同
U

主
催
　
ぼ
休
育
協
会

申
込
・
問
合
せ
先
　
バ
ム
ス
ポ
ー
ツ
(

千
昨
一
F
じ
八

兮
(
八
二
-

匕
几
⑤
〔

〕

投
稿
規
定
▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、行
事
、催
し
も
の
、

講
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
▼
(
ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内
▼
住
所
、氏
名
、団
体

名
、
電
話
番
号
、
費
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記

▼
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可

▼
掲

載
、
不
掲
敏
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん

▼
締
切
り
は
発
行

日
の
1
ヵ
月
討

▼
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
【
畢
伽
千
住

】丁
目
四
-

一
八
)

防災行政用無線

第2 期

設置工事開始

大
震
災
が
竃
生
し
た
場
合
、
電

臨
な
ど
町
線
に
よ
る
通
鴪
は
、
途

絶
す
る
こ
と
が
r
想
さ
わ
ま
す
。

そ
こ
で
区
で
は
、
区
民
の
旨
さ

ん
か
必
要
と
す
る
情
報
を
迅
速
か

つ
川
滑
に
伝
達
す
る
方
法
と
し

て
。
昭
和
万
卜
四
年
度
か
ら
一二
ヵ

年
計
・両
で
、
防
災
行
政
用
無
線
網

の
整
伽
ふ
I
>進め
て
い
ま
す
。

昭
和
瓦
卜
四
年
贋
は
、
区
内
小

・
中
学
校
九
十
四
か
所
の
屋
上
に

ス
ピ
ー
カ
ー
を
股
置
し
ま
し
た
。

昭
和
う
卜
、丘
年
度
は
、
丐

一
川

設
匱
工
事
と
し
て
。
区
内
公
園
・

公
共
咄
設
ベ
ト
四
か
所
に
ス
ピ
ー

カ
ー
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

工
事
期
間
巾
は
。
ス
ピ
ー
カ
ー

の
音
声
調
整
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
お

騒
が
せ
す
る
か
と
心
い
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
節
い
し
ま

弋工
事
期
間
　
卜
月
十
目
?
十
二

月
三
十
日

音
声
調
整
期
間
　
来
年
一
U
卜
日

?
二
月
十
(
囗

問
合
せ
先
　
防
災
課

フ

ォ
ト

ニ

ュ

ー
ス

秋
は
、
食
欲
の
秋
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書

の
秋
…
…
と
色
々
に
形

容
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

秋
、
区
内
で
は
様
々
な

行
事
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
ほ

ん
の
I
コ
マ
で
す
が
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

実
り
の
秋
　
渕
汀
丐

。小
字
校
で

は
近
く
の
農
家
か
ら
提
供
を
受
け

た
田
ん
ぼ
で
稲
作
実
習

。
同
校
P
T
A

の
皆
さ
ん
が
稲
刈
り
に
精
を

川
し
ま
し
に

1
0月
1
8卜
四
保
木
閃
に
て

千
住
宿
探
訪
　
艇
史
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
か
、
こ
ち
ら
も
人
輿
沸
哨

定

艮
の
五
倍
ふ
冶
え
る
巾
込
耆
が
あ
り
ま
し
气

1
0川
3
1口‥
艮
円
寺
に
て

植木まつり　 会鳩には、
ミニ庭別や陶佃相談・即
売コープ→-も設けら れ、
にぎわいました。10月4
冂竹の塚第六 吁公園にて

区
民
大
運
動
会
　
裴
加
阿
数
約
二
刀
人
の
ア
y
モ
ス

運
勣
会
、
と
い
も
お
き
も
(
ヴ
ス
パ
し
ま
し
气

1
0月
1
0日
千
佳
新
橋
グ
ラ
ン
ド
に
て

区長移動応接室　恒例の司罵集公、今年は新区輿そ囲んで、区
内7 か所で火施しました、

10 月23 日 竹 の塚 セ ン タ ーに て

昭和56年度

都・県立高等学校等への

応募資格審査

□
都
立
高
等
学
校
等
の
応
募
賢
格

申
請
(
昭
和
五
十
六
年
度
入
学
者
)

東
京
都
に
住
所
卆一
有
し
、
他
以

所
在
の
中
学
校
に
通
学
す
る
生
徒

で
、
都
立
高
等
学
校
等
に
応
募
か
>

希
望
す
る
酋
匚
つ
い
て
は
、
出
願

に
先
皿
っ
て
、
応
募
賢
格
の
審
介

を
要
す
る
こ
と
に
な
。
て
ぃ
ま
す

の
ぺ

次
の
要
領
で
巾
誦
し
て
'
、

だ
さ
い
。

資
格
　
昭
和
五
卜
五
年
九
月
し
瓦

日
ま
で
に
東
京
都
に
住
所
を
有

し
、
他
県
の
国
公
私
立
中
学
校

へ
通
学
し
、
都
立
高
等
学
校
お

よ
ひ
祁
政
高
等
心
門
学
校
に
心

匁
和
-
希
9
す
る
癶

受
付
期
間
　
上
一
月
、
日
?
卜
・
八

囗
(
十
曜
日
午
後
と
日
曜
日
そ

除
く
)

用
紙
交
付
　
卜
リ
卜
凵
か
ら

気
付
。
郵
便
で
踊
求
す
る
方
は
、

返
信
用
封
筒
(
住
所
、
氏
名
を

翕
い
て
、
万
卜
円
切
手
や
'貼

る
)
を
同
対
し
、
請
求
し
て
く

だ
さ
い

用
紙
請
求
・
問
合
せ
先
　
都
教
育

庁
指
導
部
管
理
課
入
学
選
抜
扣

当
(

〒
川
千
代
田
区
丸
の

内
。・
-
ベ
ー
ー

　
二
ご
卜

瓦
・

。一

内
橡
四
四
―
円
白

石
□
他
府
県
立
高
等
学
校
へ
の
応
募

資
格
申
請

礙
京
祁
に
住
所
が
あ
っ
て
贔
内

の
巾
学
校
に
在
学
し
、
昭
和
″に
卜

六
年
四
月
ま
で
に
他
府
県
に
転
属

の
た
め
紅
居
先
の
府
県
口
高
等
学

校
の
受
験
を
希
望
す
る
場
合
は
、

転
出
予
定
先
の
各
府
県
教
育
委
員

会
の
高
等
学
校
入
学
選
抜
担
当
課

に
、
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

国

民

年

金

相

談

区
で
は
。
旧
民
年
急
に
関
す
る

疑
問
や
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
、

く
わ
し
く
知
り
た
い
方
の

た
め

に
、
国
民
年
金
『相
談
を
実
施
し
ま

す
。当

川
は
、
東
京
邪
同
尺
年
命
、祁

か
ら
専
門
官
が
来
所
し
、
質
問
、

相
談
等
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
　
卜
二
月
三
日
(
水
)
午
前

十
時
?
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
一
階
第
一
会
議
室

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

震
災
時
に
備
え
て

窓
ガ
ラ
ス
等
落
下
物
実
態
調
査

ほ
で
は
、
震
災
時
に
お
け
る
避

雛
上
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
窓
ガ
ラ
ス
等
落
F
怐

濕
鬯
薦
痊
を
ほ
い
ま
す
。

調
査
期
間
　
上
月
?
来
乍
二
月

末

調
査
対
象
　
区
内
避
難
道
路
嵎
か

ら
五
1
-
ノ
ー
ト
ル
の
区
域
に
、

建

物
の

過

寥
が

入
る
・・
・
階
建

以

上
の
建
築
物

調
査
員
　
区
か
ら
委
託
さ
れ
た
東

京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
足
立

支
部
貝

調
査
方
法
　
調
査
対
象
建
築
物
の

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
に
調
査

日
を
>通
知
し
、
調
査
員
か
目
視

に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
す

問
合
せ
先
　
建
築
指
導
諌
調
査
係

縦
覧
し
て
い
ま
す

用
途
地
域
見
直
し
都
調
整
案

祁
は
、卜

>
-
-
月
一
一
不
日
、用
途

地
域
地
区
-
兄
直
し
の
都
調
整
案
を

発

衣

し

ま
す

。
こ

れ
は

、
昨
年

よ

り
行

っ
て

き

た
用

途

地
域

地
区

兒

直
し

の

各
区

の
案

を

も

と

に

し

て

、
郎

が
全

休
調

整

を
行

っ
た

案

で
す
。

足
立
区
分
の
訓
整
案
は
、
区
役

所
都
市
整
備
課
で
、
縦
覧
を
し
て

い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ

問
合
せ
先
　
都
市
計
画
係

ご
家
族
づ
れ
で
ど
う
ぞ

湯
河
原
区
民
保
養
所
あ
だ
ち
荘

保
養
所
付
近
に
は
、
不
動

の

沌
、
万
葉
公
園
な
ど
が
あ
り
。
ご

米
族
、
お
友
達
と
お
い
で
に
な
る

の
に
最
適
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
▽
十
二
月
分
・・・空
室

の
申
し
込
み
は
、
利
用
し
た
い

目
の
三
日
前
ま
で
受
付
け
ま
す

▽
一
月
分
・
:十
二
月
一
日
(
月
)

区
役
所
七
階
会
亀
室
で
抽
選
し

ま
す
の
で
、
午
前
九
時
ま
で
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
抽
選
後
の

空
室
は
、
区
民
係
で
受
付
け
ま

す

休
館
日
　
▽
十
二
月
=
一
九
口
・
十

日
・
二
工
二
日
・
二
十
四
目
・

二
十
(
日
?
三
十
一
目
▽
一

月
:
∴
日
～
四
目
・
十
三
口
・

十
四
日
・
二
十
七
日
・
二
十
(

申
込
資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
者

で
、
二
人
以
上
で
利
用
さ
れ
る

こ
と

利
用
日
数
　
二
泊
三
日
ま
で

利
用
料
金
(
一
泊
二
食
付
)

大

人
:
圭
千
円
、
子
供
(
四
歳
以

上
小
学
生
ま
で
)
…
千
五
百
円

問
合
せ
先
　
区
民
係
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冬

ス
ポ
ー
ツ
で

寒
風
を
ふ
き
と
ば
そ
う

寒
さ
に
負
け
な
い
体
力
を

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
キ
ー
教
室

期
間
　
上
疔
ニ
ト
ハ
ロ
～
二
上

冂
(
气
泊
四
口
)
往
復
・刋
巾
利
用

場
所
　
新
潟
県
小
出
ス
ー
キ
ー
刈

対
象
　
小
学
校
>瓦
年
生
以
L
の
方
、

一
人
で
も
参
加
で
き
ま
す

会
費
　
小
学
牛

八

万
四
千
円
(
ス

キ
ー
持
込
禁
比
)
・
中
学
上
以
L

・・・一
万
(

千
円
(
ス
キ
ー
片
参
片

は
四
F
円
馘
)

定
員
　
入
十
名
(
定
貝
を
超
え
た
場

合
は
抽
逃
)

主
催
　
区
休
育
指
導
委
員
会

申
込
期
限
　
十
一
月
号

に九
日

※
会
費
は
、
通
知
か
届
い
た
囗
か
ら

十
二
月
十
日
ま
で
に
体
育
謖
へ

。

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課

庭
球
場
の
抽
選

会
場
変
更

卜
月
-
卜
・
日
の
庭
球
場

の
抽
選
会
場
は
、産
業
痕
興
館

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

問

合
せ

先
　

体
育

課

区
民
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会

日
時
　
十
二
月
十
四
日
(
日
)
午
前
(

時
(
小
雨
・
雪
決
行
)

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
十
二
月

二
十
一
日
(
冂
)
に
順
延

場
所
　
荒
川
河
川
駁
右
岸
(
千
住
新

僑
～
躙
橋
間
)

資
格
　
区
内
在
庄
・
在
助
・
在
学
者

種
目
　
中
学
・
高
校
・
一
般
・
壮
年

の
郎
(
距
離
ニ
キ
ロ
～
五
キ
ロ
)

申
込
期
限
　
十
二
月
I
百

申
込
方
法
　
部
別
、
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
を
肥
入
の

う

え
、
往
復
(
ガ
キ
ま
た
は
、
直
接

休
育
課
(
〒
旧
千
位
一
一
四
-
一
(
)

へ
。

※
な
お
、
三
十
四五
歳
以
上
の
出
場
者

は
、
一
週
間
以
内
の
健
康
診
断
書
を

必
ず
当
日
受
付
に
捉
出
し
て
く
だ
さ

申
込
・
問
合
せ
先
　
休
育
課

□

体
力

測

定

運
動
f

足

ふ
I
I感

じ
て
・
い

る
方

、
こ

れ

か
ら

ス

ボ

ー
マ

そ
始

め
よ

う

と
し

て

い
る

だ

の
た

め

に
、
体
力

測

定

を

行

い
ま

す

。

ま

た

、
ア
ス

レ
チ

ッ
ク
ト

レ

ー
ニ

ン

グ

を
知

ら
な

い
方

も

、
今

後
の

体

力

づ
く

り
の

目

安

に
ぜ
ひ

ど
う
弋

日
時
　
十
一
月
二
十
七
川
(
木
)

午
前
十
時
?
午
後
七
時

測
定
時
間
帯
　
午
前
十
時
・
十
一
時
、

午
後
二
時
・
三
時
・
六
時
・
七
時

の
各
郎
が
あ
り
ま
す

対
象
　
卜
八
歳
以
上
の
区
民
(
ア
ス

レ
チ
y
ク
登
録
者
を
・
除
く
)

内
容
　
健
康
チ
で

ク
(
血
圧
測
定

ほ
か
)
と
体
力
剛
定
(
敏
し
I
つ

性
、
柔
軟
性
ほ
か
)

定
員
　
各
測
定
時
間
三
十
名

費
用
　
各
二
百
円
(
施
設
使
用
料
)

□
な
ぎ
な
た
コ
ー
ス

日
時
　
十
一
月
七
三
口
か
ら
毎
週

土
曜
日
、午
前
十
時
～
正
午

内
容
　
な
き
な
た
の
基
礎
技
術

対
象
　
初
心
略
お
よ
ぴ
経
験
者

定
員
　
五
十
名
(
定
貝
に
な
り
し
だ

い
締
切
り
)

費
用
　
各
回
二
百
円
(

施
>設
使
爪
料
)

□
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
(
中
級
者
)
講
習
会

元
オ
リ
ン
ピ
レ
ク
選

手
や
全
川
本
選
手
か
個

人
指
4
を
し
ま
す
。

日
時
　
十
二
月
-
1
-
三
日

(
土
)
、午
前
十
時
?

正
午

内
容
　
佃
人
プ
レ
ー
指
4

対
象
　
区
内
在
住
・
在

勤
の
家
庭
婦
人
で
巾

級
者

定
員
　
百
五
十
名

費
用
　
二
百
円
(
施
設

使
用
料
)

服
装
　
運
動
の
で
き
る

服
装
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
シ
ュ
ー
ズ

指
導
員
　
岩
原
豊
子
氏
、
千
葉
勝
美

氏
、
神
白
高
子
氏
(
以
上
は
元
オ

リ
ン
ピ

。ク
遇
手
)
、
石
山
和
子

氏
(
元
全
日
本
選
手
)

□
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
基
礎
体
力

づ
く
リ
コ
ー
ス

日
時
　
十
二
月
四
囗
?
十
(
卜
の
毎

週
木
昭
日
(
計
三
回
)
、時
間
は

午
後
六
時
三
十
分
～
七
時
三
十
分

内
容

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
だ

め
の
基
礎
体
力
づ
く
り
ト
レ
ー
ニ

ン
グ

対
象
　
十
(
歳
以
上
の
男
・
女

定
員
　
六
十
名

費
用
　
各
回
二
百
円
(
施
設
使
用
料
)

な
お
、ヘ
ル
ス
チ
エ
y
ク
を
ご
希

望
の
方
は
午
後
六
時
土
(
時
三
十
分

に
実
施
し
ま
す
。

※
以
上
の
申
し
込
み
方
法
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
十
一
月
二
十
日
午
前
九
時
よ

り
電
話
ま
た
は
直
接
ど
う
ぞ
。

□
個
人
利
用
の
ご
案
内

団
体
利
用
の
ほ
か
、
お
友
達
や
家

族
で
気
軽
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
種
目
・
曜
日
・
時
間
帯

右
表
の
と
お
り

利
用
料
金
　
大
人
(
高
校
生
以
上
)

・・・一
回
二
百
円
、
子
ど
も
(
中
学

生
以
下
)
:
二
回
百
円
、
エ
ア
ー

ラ
イ
フ
ル
場
・・・
一
回
三
百
円

利
用
方
法
　
当
日
受
付
け
で
利
用
券

を
お
求
め
く
だ
さ
い

□
お
知
ら
せ

毎
月
第
四
土
曜
日
に
実
施
し
て
い

る
無
料
公
開
は
、
十
一
月
に
つ
い
て

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
十
一
月
二
十
三
日
(
日
)

は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
と
し
て
、
各
種
の
競
技
会
を

実
施
し
ま
す
。
当
日
は
、
事
前
に
参

加
申
し
込
み
を
し
た
方
以
外
の
一
般

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
産
意
く

だ
さ
い
。

な
お
、
ヘ
ル
ス
チ
で

ク
・
体
力

相
談
も
実
施
し
ま
せ
ん
。

回
圸
よ
呪
嚀
し
込
み
・
呎
い
i
t

ゼ

先
は
、総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
　
(

五
九
-
(

ニ

ー
こ

へ
。

―個人利用できる種目と曜日・時間帯―

午前9: 00～12: 30午後1: 00～4: 30夜間5: 00～8: 30

映
画
の
夕
べ

題
名
　
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー

日
時
　
十
一
月
二
十
九
日
(
土
)

午
後
六
時

定
員
　
当
口
先
着
百
五
十
六
名

入
場
料
　
無
料

場
所
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン

タ
ー

　
(
五
〇
!
八
(
〇

一

区民カレンダー( 12月1日～31日)

掲
示
板

青
色
申
告
決
算
書

作
成
脱
明
会

□
足
立
税
務
署
管
内

▽
十
二
月
(
日
'・・足
立
祝

務
署
(

千
佳
旭
町
四
上
一
こ

▽
十

二
月
九
日
・・・
第
一
勧
業
銀
行
千
佳

支
店
(
千
住
ニ
ー
五
(
)

▽
十
二

月
十
日
・・・東
海
銀
行
竹
の
塚
支
店
(

竹
の
塚
一
-
四
一
-
一
)

▽
十

二
月
十
一
日
・
:足
立
農
業
協
同
組

合
花
畑
支
店
(
南
花
畑
三
-
九
-

一
四
)

時
間
は
い
ず
れ
も
、
午

後
一
時
三
十
分
!
二
時
三
十
分

□
西
新
井
税
務
署
管
内

▽
十
二
月
(
日
・
九
日
。
・
、
西
新
井

税
務
署
三
階
会
議
室
【
栗
原
三
-

】
O
-
一
六
)
▽
十
二
月
十
日

・
・
』
西
部
セ
ン
タ
ー
(
鹿
浜
一
〒
二

四
-
二
)
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
二
時
?
四
時

※
な
覡

白
色
申
告
者
・
新
規
鬨

業
者
に
控
除
面
で
有
利
な
青
色
申

告
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
祝
務
署

　
(
(

八
-
六
二
四
一
、
西
新
井
税

務
署

　
八
四
〇
1
一
一
一
一

職
業
訓
練
校

一
日
施
設
開
放

日
時
　
十
一
月
二
十
七
日
(
木
)

午
前
十
時
～
午
後
三
時

場
所
　
足
立
高
等
職
業
訓
練
校

行
事
内
容
　
▽
職
業
馴
練
校
施
設

の
見
学
▽
職
業
訓
練
に
関
す

る
賢
料
、教
材
、教
科
一
の
展

示

▽
一
日
工
作
室

問
合
せ
先
　
足
立
高
等
職
業
馴
練

校

　
六
〇
五
上
(
I
四
六

改
正
さ
れ
ま
し
た

東
京
都
最
低
賃
金

東
京
都
最
低
賃
金
(
地
域
別
最

低
賀
金
)
が
十
一
月
十
日
か
ら
左

記
の
金
額
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

都
内
の
使
用
者
は
。
こ
の
最
低

貸
金
額
よ
り
低
い
贊
金
て
労
働
者

を
使
用
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

最
低
賃
金
額
　
▽
日
額
・
・
・
二
千
九

百

九

十

一
円
(

月

給

、
日

給

月

給

、
日
給

者

な

ど
)

▽

時

間

順
・・
・
四
百

五
円
(

臨
時

、パ

ー
ト

タ
イ

マ
ー
な

ど
の

時

間
給

者
)

除
外

賃

金
　

▽

精
皆

勤

手
当

、
通

勤

手

当

お
よ

ぴ
家

族

手
当

▽

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
一
金

▽

一
ヵ
月
を
こ
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金

▽
時
間

外
・
休
日
労
働
賃
金
な
ど

問
合
せ
先
　
も
よ
り
の
労
働
基
単

監
督
饗
ま
た
は
、
東
京
労
働
基

準
局
賢
金
課

　
二
四
―〒
O

四
六
一

バ
ザ
ー
へ
の
不
用
品
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
左
記
へ
ど

う
ぞ
。

提
供
・
問
合
せ
先
　
日
本
て

ん
か
ん
協
会

　
三
三
九

-
○
八
〇
〇

短
期
技
能
講
習
会

□
ア
ー
ク
溶
接
(
特
別
教
育
修
了

証
取
得
)

期
間
　
十
一
月
二
十
七
日
～
十
二

月
六
日

定
員
　
四
十
五
名
(
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
切
り
)

受
請
料
　
千
円

申
込
期
限
　
十
一
月
二
十
五
日

□
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
保
守

と
調
整
法

期
間
　
十
二
月
八
日
～
十
七
日

定
員

四
十
五
名

受
講
料
　
千
円

申
込
期
間
　
十
一
月
二
十
(
日
?

十
二
月
五
日

※
講
習
時
間
は
曜
日
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。く
わ
し
く
は
左
記
へ
。

な
お
、申
込
受
付
時
間
は
午
前
九

時
～
午
後
(
時
(
土
曜
日
は
正
午

ま
で
。日
・
祝
日
は
除
く
)
で
す
。

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
江
戸

川
高
等
職
業
馴
練
校

六
五

三
上

四
四
一

精
神
障
害
者
の

家
族
相
談

日
時
　
十
一
月
二
十
三
日
(
日
)

午
後
一
時
～
四
時
三
十
分

場
所
　
梅
鳥
町
内
会
館
(
梅
鳥
一一
1

二
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
精
細

障
害
者
家
族
会
「
あ
し
な
み
会
‘

昼

　
四
六
〇
-
六
三
〇
九

夜

　
(
九
七
-
○
二
九
三

お
礼

育
英
資
金
貸
付
事
業

の
た
め
に
、
次
の
方
か

ら
多
額
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
石
山
伊
佐
夫
さ
ん
(
西
加
平
こ

上
ニ
ー
一
〇
)

S. T　237, 000)


